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　この点が争われた福岡県青少年保護育成条例事件で、最高裁（最大判昭和 60年 10月 23日












































































が犯罪者になる可能性があり、また 17歳と 19歳の恋人同士のセックスでは 19歳の方が
「条例違反」となるおそれがあるということである。しかし、実際のところこのようなケ
ースは無罪となることが多い。
　1966年 6月、18歳 3か月の男性が 17歳 5か月の女性と「18歳未満であることを知り
ながら、肉体関係を結び、もって淫行をした」として北海道旭川家庭裁判所に送致され

























































































































 8）最大判昭和 60年 10月 23日刑集 39巻 6号 413頁〔伊藤正己裁判官の反対意見〕。
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・高橋省吾（1985年）「福岡県青少年保護育成条例 10条 1項の規定と憲法 31条　福岡県青少年保護育
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